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消防団員を募集します
◆ 団員になって、大切な人やまちを守りませんか

　消防団は、火災発生時の消火活動をはじめ、地震・
風水害などの大規模災害の場合の救出救助活動や災害
危険箇所の警戒巡視、防火防災啓発活動などを行うと
いう大きな役割を担っています。
　しかし、会社勤めなどで昼間地元にいない人が増え
ていることや、少子高齢化により、消防団員の確保が
困難になっています。そのため、市では、消防団員・

支援団員・女性消防団員を募集しています。
　大切な人やまちを守るため、入団を希望する人はご
連絡ください。
【入団資格】　市内在住で 18 歳以上の人
【処遇など】
○特別職の地方公務員　○公務災害補償
○年報酬・出動手当　 　○退職報償金　など

【問い合わせ】消防救急課
　☎ 24-9115　ＦＡＸ 24-9111
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消防本部の火災・救急・救助の概要
◆ １年間で、消防車や救急車などがこれだけ出動しました

　昨年の火災件数は 58 件で、前年に比べ９件
の増加となりました。

　これは、およそ６
日に１件の割合で火
災が発生したことに
なります。　

　義務化された住宅用火災警報器を設置してい
て、警報音により火災に早く気づき被害を最小
限にとどめた事例が、県内各消防本部から報告
されています。
　当消防本部管内でも、住宅用火災警報器を設
置していれば被害を軽減できたと思われる火災
が目立ちます。
　住宅用火災警報器の設置がまだのご家庭は、
早急に設置してください。

　昨年の救急車が出場した件数は 4,777 件で、
前年に比べ 67 件の減少となりました。
　搬送した人数は 4,327 人で、前年に比べて
53 人の減少となりました。
　市内で救急車が出場した件数は１日あたり平
均約 13 件で、市民の約 22 人に１人が救急車
を利用したことになります。

　昨年のレスキュー隊が出場した件数は 57 件
で、前年に比べ８件の増加となりました。

　　　　【問い合わせ】
　　　　　○救急・救助関係：消防救急課
　　　　　　☎ 24-9116　ＦＡＸ   24-9111
　　　　　○火災関係：予防課
　　　　　　☎ 24-9105　ＦＡＸ   24-9111

【問い合わせ】消防救急課
　☎ 24-9116　ＦＡＸ   24-9111

救急の概要 平成25年平成24年 増　減

事故種別
（件）

火　災 5 17 △ 12
自然災害 1 0 1
水難事故 1 3 △ 2
交通事故 463 480 △ 17
労働災害 83 83 0
運動競技 30 19 11
一般負傷 686 738 △ 52
加　害 25 21 4

自損行為 36 53 △ 17
急　病 3,043 3,015 28

転院搬送 394 408 △ 14
医師搬送 0 1 △ 1
その他 10 6 4
合　計 4,777 4,844 △ 67

※平成 25 年の件数は速報値のため、数値を変更することが
　あります。

救助の概要 平成25年平成24年 増　減

事故種別
（件）

火　災 0 0 0
交通事故 36 30 6
水難事故 4 3 1

機械による事故 2 1 1
建物などによる事故 3 3 0
風水害等自然災害事故 6 1 5
ガス及び酸欠事故 1 0 1

その他の事故 5 11 △ 6
合　計 57 49 ８

救助の活動概要３

救急の活動概要２

火災の活動概要１ 火災の概要 平成25年平成24年 増　減

火災件数

建物火災 24 25 △ 1
林野火災 2 5 △ 3
車両火災 12 7 5

その他火災 20 12 8
合　計 58 49 9

焼損面積 建物火災（㎡） 1,157 2,638 △ 1,481
林野火災（ａ） 12 64 △ 52

死傷者 焼死者（人） 3 3 0
負傷者（人） 2 12 △ 10

主な原因
など

枯草焼き 12 10 2
車両の故障・事故など 8 3 5
放火・放火の疑い 1 2 △ 1
電気機器・配線 14 5 9

たばこ 3 2 1
ストーブ 1 3 △ 2
たき火 6 3 3

子どもの火遊び 3 0 3


